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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長軸と短軸とを有する扁平な矩形断面形状を有しており、その長軸方向を受け梁の延設
方向と垂直な方向に配置して取り付けられる扁平柱と、前記受け梁と、該受け梁に一端部
が支持される掛け梁との接合部における、接合金物を用いた接合部構造であって、
　前記扁平柱は、一方の短辺部を前記受け梁の前記掛け梁側の正面部とは反対側の背面部
に沿って配置することにより、前記受け梁の正面部よりも突出した状態で設けられており
、前記掛け梁は、その一端部を前記扁平柱の前記受け梁の正面部よりも突出する部分の上
端面に載置した状態で、その端面を前記受け梁の正面部に密着させて設けられており、
　前記接合金物は、前記掛け梁を挟んだ両側の部分でビス、釘、コーチボルト等の打込み
固定金具を介して前記受け梁の正面部に密着接合される一対の受け梁接合プレート部と、
前記掛け梁の下面部に沿って密着配置される下面密着プレート部と、該下面密着プレート
部の両側縁部と前記受け梁接合プレート部の内側縁部とを各々連結すると共に、前記掛け
梁の側面部に沿って配置されて当該側面部にビス、釘、コーチボルト等の打込み固定具を
介して密着接合される一対の側面接合プレート部とからなり、前記下面密着プレート部は
、前記一対の受け梁接合プレート部に沿った面と間隔をおいて配置されていることにより
、前記扁平柱と干渉することなく前記掛け梁の下面部に密着するようになっており、
　且つ前記扁平柱の前記掛け梁側の側面部には、縦方向引寄せ金物が取り付けられおり、
該縦方向引寄せ金物の締着ボルトは、前記掛け梁の上面部、又は当該上面部から上方に延
設して設けられた上部扁平柱の掛け梁側の側面部に締着される扁平柱と梁との接合部構造
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【請求項２】
　前記接合金物の下面密着プレート部には、縦方向ボルト挿通切欠きが切り欠き形成され
ており、該縦方向ボルト挿通切欠きに挿通されて、前記縦方向引寄せ金物の締着ボルトが
前記下面密着プレート部を横断して配置されるようになっている請求項１に記載の扁平柱
と梁との接合部構造。
【請求項３】
　前記接合金物の受け梁接合プレート部には、横方向ボルト挿通切欠きが切り欠き形成さ
れており、該横方向ボルト挿通切欠きに挿通されて、前記掛け梁の側面部に取り付けられ
た横方向引寄せ金物の締着ボルトが前記受け梁接合プレート部を横断すると共に、前記受
け梁の背面部に締着される請求項１又は２に記載の扁平柱と梁との接合部構造。
【請求項４】
　前記接合部における前記受け梁及び前記掛け梁の上面部から上方に延設して、前記扁平
柱の延長上に上部扁平柱が設けられており、前記縦方向引寄せ金物の締着ボルトは、該上
部扁平柱の掛け梁側の側面部に締着される請求項１～３のいずれかに記載の扁平柱と梁と
の接合部構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、扁平柱と梁との接合部構造に関し、特に、扁平な矩形断面形状を有する扁平
柱と、受け梁と、掛け梁との接合部における接合金物を用いた接合部構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば木造の住宅建築物等の建物における骨組み構造を形成する、木製の角材からなる
柱と受け梁と掛け梁との接合部では、一般に、各角材の端部や接合部分にプレカット仕口
を施しておき、これらの仕口を嵌め合わせると共に、各種の接合金物や引寄せ金物を用い
て補強することにより、柱と受け梁と掛け梁とを、好ましくは相互に直角な方向に延設さ
せた状態で接合させる接合構造が採用されている。
【０００３】
　また、柱や受け梁や掛け梁にプレカット仕口を施すことなく、接合金物や引寄せ金物を
用いるだけで、これらの部材を強固に且つ安定した状態で接合できるようにする接合金物
も開発されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　一方、近年、例えば建物の外壁部分に背の高い開口部を設ける場合等において、例えば
風荷重に対して効果的に抵抗できる骨組み構造を構成する柱として、長軸と短軸とを有す
る扁平な矩形断面形状を備える扁平柱を用いて建物を構築することがある（例えば、特許
文献２参照）。このような扁平柱を用いた外壁部分の骨組み構造では、長軸方向を外壁面
と直交するように配置して扁平柱を立設させることにより、風荷重等の横方向の荷重が外
壁部分に負荷された際の柱の座屈強度を向上させて、安定した外壁部分の骨組み構造を形
成することができるようになっている。
【特許文献１】特開平１１－１８１８８６号公報
【特許文献２】特開２００７－２５９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の扁平柱を用いた骨組み構造では、例えば当該扁平柱と受け梁と掛け梁との接合部
において、これらの部材を相互に直角な方向に延設させた状態で、接合金物や引寄せ金物
を用いて接合するには、正方形の断面形状を有する角材による柱を用いた場合と比較して
、特別の工夫を必要とすることになる。すなわち、長軸と短軸とを有する扁平な矩形断面
形状を備える扁平柱を、長軸方向を受け梁と直交するように配置して立設させると、扁平



(3) JP 5172607 B2 2013.3.27

10

20

30

40

50

柱は、受け梁の幅（厚さ）の範囲内に納まらなくなって、その一部が受け梁の側面からこ
れと直交する方向に突出した状態で設置されることになる。これによって、扁平柱は、接
合部に取り付けられる接合金物や引寄せ金物と干渉し易くなって安定した接合構造が得ら
れなくなることから、このような干渉を避けながら接合金物や引寄せ金物を用いて扁平柱
と受け梁と掛け梁とを効果的に接合することのできる、新たな接合部構造の開発が要望さ
れている。
【０００６】
　本発明は、このような従来の課題に着目してなされたものであり、接合金物や引寄せ金
物を用いて、これらの金物との干渉を避けながら扁平柱と受け梁と掛け梁とを効果的に接
合することのできる扁平柱と梁との接合部構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、長軸と短軸とを有する扁平な矩形断面形状を有しており、その長軸方向を受
け梁の延設方向と垂直な方向に配置して取り付けられる扁平柱と、前記受け梁と、該受け
梁に一端部が支持される掛け梁との接合部における、接合金物を用いた接合部構造であっ
て、前記扁平柱は、一方の短辺部を前記受け梁の前記掛け梁側の正面部とは反対側の背面
部に沿って配置することにより、前記受け梁の正面部よりも突出した状態で設けられてお
り、前記掛け梁は、その一端部を前記扁平柱の前記受け梁の正面部よりも突出する部分の
上端面に載置した状態で、その端面を前記受け梁の正面部に密着させて設けられており、
前記接合金物は、前記掛け梁を挟んだ両側の部分でビス、釘、コーチボルト等の打込み固
定金具を介して前記受け梁の正面部に密着接合される一対の受け梁接合プレート部と、前
記掛け梁の下面部に沿って密着配置される下面密着プレート部と、該下面密着プレート部
の両側縁部と前記受け梁接合プレート部の内側縁部とを各々連結すると共に、前記掛け梁
の側面部に沿って配置されて当該側面部にビス、釘、コーチボルト等の打込み固定具を介
して密着接合される一対の側面接合プレート部とからなり、前記下面密着プレート部は、
前記一対の受け梁接合プレート部に沿った面と間隔をおいて配置されていることにより、
前記扁平柱と干渉することなく前記掛け梁の下面部に密着するようになっており、且つ前
記扁平柱の前記掛け梁側の側面部には、縦方向引寄せ金物が取り付けられおり、該縦方向
引寄せ金物の締着ボルトは、前記掛け梁の上面部、又は当該上面部から上方に延設して設
けられた上部扁平柱の掛け梁側の側面部に締着される扁平柱と梁との接合部構造を提供す
ることにより、上記目的を達成したものである。
【０００８】
　そして、本発明の扁平柱と梁との接合部構造は、前記接合金物の下面密着プレート部に
は、縦方向ボルト挿通切欠きが切り欠き形成されており、該縦方向ボルト挿通切欠きに挿
通されて、前記縦方向引寄せ金物の締着ボルトが前記下面密着プレート部を横断して配置
されるようになっていることが好ましい。
【０００９】
　また、本発明の扁平柱と梁との接合部構造は、前記接合金物の受け梁接合プレート部に
は、横方向ボルト挿通切欠きが切り欠き形成されており、該横方向ボルト挿通切欠きに挿
通されて、前記掛け梁の側面部に取り付けられた横方向引寄せ金物の締着ボルトが前記受
け梁接合プレート部を横断すると共に、前記受け梁の背面部に締着されるようになってい
ることが好ましい。
【００１０】
　さらに、本発明の扁平柱と梁との接合部構造は、前記接合部における前記受け梁及び前
記掛け梁の上面部から上方に延設して、前記扁平柱の延長上に上部扁平柱が設けられてお
り、前記縦方向引寄せ金物の締着ボルトは、該上部扁平柱の掛け梁側の側面部に締着され
るようになっていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の扁平柱と梁との接合部構造によれば、接合金物や引寄せ金物を用いて、これら
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の金物との干渉を避けながら扁平柱と受け梁と掛け梁とを効果的に接合することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１及び図２に示す本発明の好ましい一実施形態に係る扁平柱と梁との接合部構造１０
は、建物として例えば軸組工法による木造住宅建築物の外壁部分の骨組み構造を形成する
、扁平柱１１と、受け梁１２と、掛け梁１３との接合部において、接合金物１４や引寄せ
金物１５，１６を用いてこれらの部材１１，１２，１３が安定した状態で効果的に接合さ
れるようにするために採用されたものである。
【００１３】
　すなわち、本実施形態の接合部構造１０は、長軸と短軸とを有する扁平な矩形断面形状
を有しており、その長軸方向を受け梁１２の延設方向と垂直な方向に配置して取り付けら
れる扁平柱１１と、受け梁１２と、この受け梁１２に一端部が支持される掛け梁１３との
接合部における、接合金物１４を用いた接合部構造であって、扁平柱１１は、矩形断面形
状の一方の短辺部１１ａを受け梁１２の掛け梁１３側の正面部１２ａとは反対側の背面部
１２ｂに沿って配置することにより、受け梁１２の正面部１２ａよりも屋内側に突出した
状態で設けられており、掛け梁１３は、その一端部を扁平柱１１の受け梁１２の正面部１
２ａよりも屋内側に突出する部分の上端面１１ｂに載置した状態で、その端面を受け梁１
２の正面部１２ａに密着させて設けられている。
【００１４】
　また、接合金物１４は、掛け梁１２を挟んだ両側の部分でビス、釘、コーチボルト等の
打込み固定金具２０を介して受け梁１２の正面部１２ａに密着接合される一対の受け梁接
合プレート部１７と、掛け梁１３の下面部１３ａに沿って密着配置される下面密着プレー
ト部１８と、下面密着プレート部１８の両側縁部と受け梁接合プレート部１７の内側縁部
とを各々連結すると共に、掛け梁１３の側面部１３ｂに沿って配置されて当該側面部１３
ｂにビス、釘、コーチボルト等の打込み固定具２０を介して密着接合される一対の側面接
合プレート部１９とからなり、下面密着プレート部１８は、一対の受け梁接合プレート部
１７に沿った面と間隔ｓ（図３（ａ）、（ｂ）参照）をおいて配置されていることにより
、扁平柱１１と干渉することなく掛け梁１３の下面部１３ａに密着するようになっており
、且つ扁平柱１１の掛け梁１３側の側面部１１ｃには、縦方向引寄せ金物１５が取り付け
られおり、この縦方向引寄せ金物１５の締着ボルト１５ａは、掛け梁１３の上面部１３ｃ
から上方に延設して設けられた上部扁平柱２１の掛け梁１３側の側面部２１ｃに締着され
るようになっている。
【００１５】
　さらに、本実施形態では、接合金物１４の下面密着プレート部１８には、縦方向ボルト
挿通切欠き２２が切り欠き形成されており、この縦方向ボルト挿通切欠き２２に挿通され
て、縦方向引寄せ金物１５の締着ボルト１５ａが下面密着プレート部１８を横断して配置
されるようになっている。
【００１６】
　さらにまた、本実施形態では、接合金物１４の受け梁接合プレート部１７には、横方向
ボルト挿通切欠き２３が切り欠き形成されており、この横方向ボルト挿通切欠き２３に挿
通されて、掛け梁１３の側面部に取り付けられた横方向引寄せ金物１６の締着ボルト１６
ａが受け梁接合プレート部１７を横断すると共に、受け梁１２の背面部１２ｂに締着され
るようになっている。
【００１７】
　本実施形態では、扁平柱１１は、長軸と短軸とを有する扁平な矩形断面形状として、例
えば長辺が２１０ｍｍ、短辺が１０５ｍｍ程度の大きさの矩形断面形状を有する木製の角
材からなり、例えばコンクリート製の基礎２４から、建物の１層分～２層分の高さで鉛直
方向に立設して設置される。扁平柱１１の上端面１１ｂには、当該上端面１１ｂに支持さ
せて、受け梁１２と掛け梁１３とが設置されることになる。
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【００１８】
　受け梁１２は、本実施形態では、例えば長辺が３００ｍｍ、短辺が１０５ｍｍ程度の大
きさの矩形断面形状を有する木製の角材からなる。受け梁１２は、縦長に起して配置され
ると共に、扁平柱１１の上端面１１ｂに、当該上端面１１ｂの一方の短辺部１１ａにその
背面部１２ｂを沿わせるようにして、扁平柱１１の長軸と垂直な方向に水平に延設する状
態で、接合部において接合されることになる。
【００１９】
　掛け梁１３は、本実施形態では、例えば長辺が３００ｍｍ、短辺が１０５ｍｍ程度の大
きさの矩形断面形状を有する木製の角材からなる。掛け梁１３は、縦長に起して配置され
ると共に、扁平柱１１の上端面１１ｂにおける受け梁１２の正面部１２ａよりも屋内側に
突出する部分に、その一端部を載置し、且つその端面を受け梁１２の正面部１２ａに密着
させて、受け梁１２と垂直な方向に水平に延設する状態で、接合部において接合されるこ
とになる。
【００２０】
　また、本実施形態では、扁平柱１１との接合部における受け梁１２及び掛け梁１３の上
面部１２ｃ，１３ｃから上方に延設して、上部扁平柱２１が設けられている。上部扁平柱
２１は、扁平柱１１と同様に、例えば長辺が２１０ｍｍ、短辺が１０５ｍｍ程度の大きさ
の矩形断面形状を有する木製の角材からなる。上部扁平柱２１は、扁平柱１１の延長上に
上階に向けて立設配置された状態で、接合部においてその下端面を受け梁１２及び掛け梁
１３の上面部１２ｃ，１３ｃに密着させて接合されることになる。
【００２１】
　そして、本実施形態では、扁平柱１１と、受け梁１２と、掛け梁１３と、上部扁平柱２
１とは、これらの接合部において、接合金物１４と引寄せ金物１５，１６とを用いて互い
に直角に延設する状態で接合一体化されるようになっている。
【００２２】
　ここで、接合金物１４は、例えば３．２～４．５ｍｍ程度の厚さの金属プレートに、切
断加工、折曲げ加工、孔開け加工等を施すことによって容易に形成されるものであり、図
３（ａ）～（ｃ）に示すように、直角に折れ曲がって連接する、一対の受け梁接合プレー
ト部１７と、下面密着プレート部１８と、一対の側面接合プレート部１９とからなる。
【００２３】
　受け梁接合プレート部１７は、掛け梁１２を挟んだ両側で、受け梁１２の正面部１２ａ
に密着接合される部分であり、横倒しした扁平な略直角台形形状を備えるように加工され
ている。また、受け梁接合プレート部１７には、ビス、釘、コーチボルト等の打込み固定
具２０を打ち込むための打込み孔２５が各々複数穿孔形成されていると共に、横方向引寄
せ金物１６の締着ボルト１６ａを挿通させる横方向ボルト挿通切欠き２３が切欠き穴とし
て各々上下２箇所に開口形成されている。
【００２４】
　下面密着プレート部１８は、掛け梁１３の端面から離れた位置において、掛け梁１３の
下面部１３ａに沿って密着配置される部分であり、略矩形形状を備えると共に、扁平柱１
１と干渉しないように、一対の受け梁接合プレート部１７に沿った面と間隔ｓをおいた状
態で設けられている。また、下面密着プレート部１８には、受け梁接合プレート部１７側
の辺部の中央部分に、当該辺部を凹状に切り欠いて、縦方向ボルト挿通切欠き２２が形成
されている。なお、縦方向ボルト挿通切欠き２２は、例えば下面密着プレート部１８の中
央部分に、切欠き穴として形成することもできる。
【００２５】
　側面接合プレート部１９は、下面密着プレート部１８の両側縁部と受け梁接合プレート
部１７の各内側縁部とを、下面密着プレート部１８と梁接合プレート部との間に間隔ｓを
保持し、且つ下面密着プレート部１８が梁接合プレート部に対して垂直に配置されるよう
に各々連結すると共に、掛け梁１３の側面部１３ｂに各々密着接合される部分である。ま
た、側面接合プレート部１９には、ビス、釘、コーチボルト等の打込み固定具２０を打ち
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込むための打込み孔２５が、各々複数穿孔形成されている。
【００２６】
　また、本実施形態では、縦方向引寄せ金物１５や横方向引寄せ金物１６として、羽子板
ボルト等として公知の各種の引寄せ金物を用いることができる。
【００２７】
　本実施形態の扁平柱と梁との接合部構造１０は、上述の図１及び図２に示すように、接
合金物１４や引寄せ金物１５，１６を用いて、例えば以下のようにして容易に形成するこ
とができる。すなわち、まず、立設配置した扁平柱１１の上端面１１ｂに支持させて、受
け梁１２を、当該上端面１１ｂの一方の短辺部１１ａにその背面部１２ｂを沿わせるよう
にして設置する。また、掛け梁１３を、扁平柱１１の上端面１１ｂにおける受け梁１２の
正面部１２ａよりも屋内側に突出する部分にその一端部を載置すると共に、その端面を受
け梁１２の正面部１２ａに密着させて設置する。
【００２８】
　しかる後に、一対の側面接合プレート部１９の間に掛け梁１３を下方から嵌め込むよう
にして、接合金物１４を接合部に配置し、下面密着プレート部１８を掛け梁１３の下面部
１３ａに密着させた状態で、一対の受け梁接合プレート部１７を掛け梁１２を挟んだ両側
の部分で受け梁１２の正面部１２ａに密着させ、打込み孔２５を介して受け梁１２に向け
て打込み固定具２０を打ち込むことにより、接合金物１４を接合部に固定する。これによ
って、一対の側面接合プレート部１９もまた、掛け梁１３の両側の側面部１３ｂに沿って
密着配置されるので、打込み孔２５を介して掛け梁１３に向けて打込み固定具２０を打ち
込んで固定する。
【００２９】
　次に、本実施形態では、接合部における受け梁１２の上面部１２ｃ及び掛け梁１３の上
面部１３ｃに支持させて、扁平柱１１の延長上に、扁平柱１１を上階に向けて立設配置す
る。
【００３０】
　さらに、扁平柱１１の掛け梁１３側の側面部１１ｃに縦方向引寄せ金物１５を取り付け
る。また縦方向引寄せ金物１５の締着ボルト１５ａを、接合金物１４の下面密着プレート
部１８の縦方向ボルト挿通切欠き２２と合致する位置において掛け梁１３を上下に貫通し
て設けられたボルト挿通孔２７に挿通して、掛け梁１３の上方に延設させる。この締着ボ
ルト１５ａの上端部を、上部扁平柱２１の掛け梁１３側の側面部２１ｃに取り付けた上部
引寄せ金物２６に締着することにより、受け梁１２及び掛け梁１３を挟んで上下に設置さ
れた、上部扁平柱２１と扁平柱１１とを、互いに引き寄せるようにする。
【００３１】
　さらにまた、本実施形態では、掛け梁１３の側面部に横方向引寄せ金物１６を取り付け
る。また横方向引寄せ金物１６の締着ボルト１６ａを、接合金物１４の受け梁接合プレー
ト部１７の横方向ボルト挿通切欠き２３と合致する位置において受け梁１２を前後に貫通
して設けられたボルト挿通孔に挿通して、受け梁１２の背面部１２ｂに延設させる。この
締着ボルト１６ａの端部を、受け梁１２の背面部１２ｂに座金部材２８を介して締着する
ことにより、受け梁１２側に掛け梁１３を引き寄せるようにする。
【００３２】
　これらによって、扁平柱１１と、受け梁１２と、掛け梁１３と、上部扁平柱２１とが強
固に且つ安定した状態で接合一体化された、本実施形態の扁平柱と梁との接合部構造１０
が形成されることになる。
【００３３】
　そして、上述の構成を備える本実施形態の接合部構造１０によれば、接合金物１４や引
寄せ金物１５を用いて、これらの金物との干渉を避けながら扁平柱１１と受け梁１２と掛
け梁１３とを効果的に接合することができる。
【００３４】
　すなわち、本実施形態によれば、扁平柱１１は、受け梁１２の正面部１２ａよりも屋内
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側に突出した状態で設けられており、掛け梁１３は、その一端部を扁平柱１１の受け梁１
２の正面部１２ａよりも屋内側に突出する部分の上端面１１ｂに載置した状態で設けられ
ており、接合金物１４は、一対の受け梁接合プレート部１７と、下面密着プレート部１８
と、一対の側面接合プレート部１９とからなり、下面密着プレート部１８は、一対の受け
梁接合プレート部１７に沿った面と間隔ｓをおいて配置されていることにより、扁平柱１
１と干渉することなく掛け梁１３の下面部１３ａに密着するようになっており、また扁平
柱１１に取り付けられた縦方向引寄せ金物１５は、下面密着プレート部１８と干渉するこ
となく掛け梁１３の上方に延設して締着されるので、これらの金物１４，１５との干渉を
避けつつ、扁平柱１１と受け梁１２と掛け梁１３とを安定した状態で容易に且つ効果的に
接合することが可能になる。
【００３５】
　図４は、本発明の好ましい他の実施形態に係る扁平柱と梁との接合部構造３０を示すも
のである。図４に示す他の実施形態によれば、接合部における受け梁１２及び掛け梁１３
の上面部１２ａ，１３ａから上方に延設する上部扁平柱２１が設けられていないこと以外
は、上記実施形態の接合部構造１０と略同様の構成を備えている。そして、図４に示す他
の実施形態では、扁平柱１１の掛け梁１３側の側面部１１ｃに取り付けらた縦方向引寄せ
金物１５の締着ボルト１５ａは、掛け梁１３を貫通して、その上端部が、座金部材３１を
介して掛け梁１３の上面部１３ｃに締着されるようになっており、これによって掛け梁１
３を扁平柱１１側に引き寄せるようになっている。図４に示す他の実施形態の接合部構造
１０によっても、上記実施形態の接合部構造１０と同様の作用効果が奏されることになる
。
【００３６】
　なお、本発明は上記各実施形態に限定されることなく種々の変更が可能である。例えば
、接合金物の下面密着プレート部には、縦方向ボルト挿通切欠きが切り欠き形成されて必
要は必ずしもなく、下面密着プレート部と扁平柱との間に間隔部分を保持しておいて、こ
の間隔部分を介して縦方向引寄せ金物の締着ボルトを通過させるようにしても良い。また
、掛け梁の側面部に横方向引寄せ金物を取り付けて、掛け梁を受け梁側に引き寄せる必要
は必ずしもない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の好ましい一実施形態に係る扁平柱と梁との接合部構造の構成を説明する
略示斜視図である。
【図２】本発明の好ましい一実施形態に係る扁平柱と梁との接合部構造の構成を説明する
、図１を右斜め下方から視た要部斜視図である。
【図３】接合金物を示す（ａ）は正面図、（ｂ）は右側面図、（ｃ）は上面図である。
【図４】本発明の好ましい他の実施形態に係る扁平柱と梁との接合部構造の構成を説明す
る略示斜視図である。
【符号の説明】
【００３８】
１０　扁平柱と梁との接合部構造
１１　扁平柱
１１ａ　扁平柱の短辺部
１１ｂ　扁平柱の上端面
１１ｃ　扁平柱の掛け梁側の側面部
１２　受け梁
１２ａ　受け梁の正面部
１２ｂ　受け梁の背面部
１２ｃ　受け梁の上面部
１３　掛け梁
１３ａ　掛け梁の下面部
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１３ｂ　掛け梁の下面部
１３ｃ　掛け梁の上面部

１４　接合金物
１５　縦方向引寄せ金物
１５ａ　締着ボルト
１６　横方向引寄せ金物
１６ａ　締着ボルト
１７　受け梁接合プレート部
１８　下面密着プレート部
１９　側面接合プレート部
２０　打込み固定金具
２１　上部扁平柱
２１ｃ　上部扁平柱の掛け梁側の側面部
２２　縦方向ボルト挿通切欠き
２３　横方向ボルト挿通切欠き
２５　打込み孔
２７　ボルト挿通孔
２８，３１　座金部材
ｓ　　受け梁接合プレート部に沿った面と下面密着プレート部との間隔部分

【図１】 【図２】
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